
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
日
提
出

質

問

第

二

四

九

号

大
学
等
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

阿

部

知

子
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大
学
等
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

大
学
等
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
日
付
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
を
踏
ま

え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

教
育
現
場
で
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
関
す
る
請
負
契
約
に
よ
る
偽
装
請
負
の
疑
い
に
つ
い
て

小
中
高
校
で
の
英
語
教
育
を
推
進
す
る
上
に
お
い
て
、
外
国
語
指
導
助
手
（
以
下
「
Ａ
Ｌ
Ｔ
」
と
い
う
。
）
の
雇
用
が
労

働
者
派
遣
法
（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
七
月

五
日
法
律
第
八
十
八
号
）
）
に
違
反
す
る
偽
装
請
負
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
文
部
科
学
省
は
、
「
外
国
語
指
導

助
手
の
請
負
契
約
に
よ
る
活
用
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
二
十
一
初
国
教
第
六
十
五
号
平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
八
日
付

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
国
際
教
育
課
長
中
井
一
浩
よ
り
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
主
管
部
長
宛
通
知
）

を
発
出
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
及
び
平
成
二
十
二
年
度
の
「
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
雇
用
・
契
約
形
態
に
関

す
る
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
度
の
調
査
結
果
で
も
業
務
委
託
契
約
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
雇
用
を
行
っ
て
い
る
市
町
村

が
五
百
九
十
四
に
上
っ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
二
十
五
年
度
「
英
語
教
育
実
施
状
況
調
査
」
の
結
果
で
も
請
負
契
約
に
よ
る

Ａ
Ｌ
Ｔ
は
二
千
七
百
八
十
一
人
で
全
体
の
二
十
二
％
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
請
負
契
約
は
平
成
二
十
一
年
通

一



知
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
労
働
者
派
遣
法
違
反
の
疑
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

（
一
）

平
成
二
十
一
年
通
知
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
係
る
請
負
契
約
（
業
務
委
託
契
約
）
は
労
働
者
派
遣
法
違

反
で
あ
る
偽
装
請
負
の
疑
い
が
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
は
平
成
二
十
一
年
通
知
を
発
出
後
、
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
体

が
締
結
し
て
い
る
請
負
契
約
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
雇
用
実
態
が
派
遣
法
違
反
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
調
査
を
行
っ

た
こ
と
は
あ
る
か
。
な
い
と
す
れ
ば
、
平
成
二
十
一
年
通
知
を
発
出
し
な
が
ら
、
適
法
確
認
の
た
め
の
調
査
を
行
わ

な
い
理
由
は
何
か
。
適
法
確
認
の
調
査
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
文
部
科
学
省
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
係
る
労
働
者
派
遣
法
違
反

の
偽
装
請
負
を
黙
認
す
る
こ
と
を
、
地
方
自
治
体
に
対
し
て
示
し
た
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）

本
年
二
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
体
が
請

負
業
者
と
締
結
し
て
い
る
契
約
内
容
に
つ
い
て
、
当
該
教
育
委
員
会
へ
聞
き
取
り
調
査
を
す
べ
き
と
す
る
阿
部
知
子

分
科
員
の
質
疑
に
対
し
、
馳
大
臣
よ
り
「
聞
き
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
聞
き
取
り

調
査
の
概
要
及
び
進
捗
状
況
を
示
さ
れ
た
い
。

二

平
成
二
十
六
年
通
知
の
発
出
と
英
語
教
育
の
質
に
つ
い
て

（
一
）

請
負
契
約
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
担
任
教
師
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
性
質
上
、
平
成
二
十
六
年
通
知
の

二



「
業
務
内
容
の
確
認
及
び
外
国
語
会
話
の
実
演
」
の
範
囲
を
超
え
て
偽
装
請
負
と
な
り
や
す
い
が
、
請
負
契
約
に
よ

る
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
行
為
が
「
労
働
者
派
遣
法
違
反
で
は
な
い
」
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
は
い
か
な
る
措

置
を
講
じ
て
い
る
か
。

（
二
）

コ
ス
ト
の
低
い
請
負
契
約
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
は
財
政
力
が
弱
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
安
か

ろ
う
悪
か
ろ
う
で
教
育
の
質
を
低
下
さ
せ
か
ね
な
い
。
平
成
二
十
六
年
通
知
に
よ
り
さ
ら
に
教
育
格
差
を
固
定
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
財
政
力
が
弱
い
自
治
体
に
こ
そ
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
雇
用

で
き
る
よ
う
に
財
政
措
置
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

大
学
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
お
け
る
学
校
教
育
法
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

大
学
で
は
、
英
語
授
業
の
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、
成
績
評
価
及
び
単
位
認
定
を
大
学
と
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
る
教
授

等
の
「
担
当
専
任
教
員
」
が
行
い
、
授
業
は
請
負
契
約
又
は
労
働
者
派
遣
契
約
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
「
講
師
」
が
行
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
が
、
学
校
教
育
法
上
、
学
生
に
単
位
を
授
与
す
る
に
は
、
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、
成
績
評
価
及
び
単
位
認
定

の
み
な
ら
ず
、
実
際
に
授
業
を
行
う
教
育
に
当
た
る
者
に
対
し
て
、
学
校
が
人
事
権
、
懲
戒
・
分
限
権
、
指
揮
・
監
督
権
を

有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

三



（
一
）

請
負
契
約
ま
た
は
労
働
者
派
遣
契
約
に
お
い
て
、
業
務
を
受
託
し
た
側
の
「
講
師
」
は
、
学
校
教
育
法
第
九
十
二

条
第
二
項
の
「
そ
の
他
の
職
員
」
に
該
当
す
る
か
。

（
二
）

請
負
契
約
ま
た
は
労
働
者
派
遣
契
約
に
お
い
て
、
業
務
を
受
託
し
た
側
の
「
講
師
」
が
、
単
独
で
実
際
の
授
業
を

行
っ
て
い
る
場
合
、
学
校
教
育
法
上
「
授
業
」
を
行
っ
て
い
る
者
は
、
業
務
を
受
託
し
た
側
の
「
講
師
」
か
、
そ
れ

と
も
、
シ
ラ
バ
ス
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
学
の
教
授
・
准
教
授
の
「
担
当
専
任
教
員
」
か
。

（
三
）

請
負
契
約
に
よ
っ
て
、
業
務
を
受
託
し
た
側
の
「
講
師
」
が
、
単
独
で
実
際
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
に
関
す
る
平
成
二
十
六
年
通
知
で
は
請
負
契
約
で
可
能
と
す
る
限
度
を
「
業
務
内
容
の
確
認
と
外
国
語
会
話
の
実

演
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学
で
も
人
事
権
、
懲
戒
・
分
限
権
、
指
揮
・
監
督
権
を
学
校
が
有
し
て
学
長
の
権

限
と
責
任
の
下
に
お
い
て
請
負
契
約
で
可
能
と
す
る
範
囲
は
「
業
務
内
容
の
確
認
と
外
国
語
会
話
の
実
演
」
で
あ

り
、
単
独
で
は
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仮
に
、
学
校
教
育
法
上
、
大
学
で
は
、
請
負
契

約
に
よ
っ
て
事
業
を
受
託
し
た
側
の
「
講
師
」
が
単
独
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理

由
を
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。
認
め
ら
れ
る
と
い
う
場
合
、
請
負
契
約
で
は
、
発
注
者
は
請
負
契
約
に
よ
っ
て
派
遣
さ

れ
た
者
に
対
し
て
、
発
注
し
た
者
は
指
揮
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
確
に
示
さ

四



れ
た
い
。

（
四
）

労
働
者
派
遣
契
約
に
よ
っ
て
業
務
を
受
託
し
た
側
の
「
講
師
」
が
、
単
独
で
実
際
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
場
合
、

当
該
講
師
に
対
し
て
担
当
教
員
は
指
揮
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
「
担
当
専
任
教
員
」
は
実
際
に
授
業
を
行
わ

な
く
て
も
、
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、
成
績
評
価
及
び
単
位
認
定
を
「
担
当
専
任
教
員
」
が
行
っ
て
い
れ
ば
単
位
を
授
与

で
き
る
と
す
れ
ば
、
当
該
「
担
当
専
任
教
員
」
は
、
同
時
刻
に
多
数
の
授
業
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
同
時
刻
に
他
大
学
で
も
授
業
科
目
を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
学
校
教
育
法
上
、

許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
伺
い
た
い
。

四

大
学
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に
お
け
る
偽
装
請
負
の
疑
い
に
つ
い
て

大
学
の
教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
学
校
法
人
と
の
間
で
の
雇
用
契
約
の
締
結
を
し
て
い
な
い
講
師
が
英
語
の
授
業
を
担
当

し
て
い
る
場
合
に
労
働
者
派
遣
法
に
違
反
す
る
偽
装
請
負
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
大
学
に
お
け
る
英
語
授
業
の
外
部
化
に

つ
い
て
は
、
「
今
後
、
文
部
科
学
省
の
主
催
す
る
全
国
の
大
学
を
対
象
と
し
た
会
議
等
を
通
じ
て
、
各
大
学
に
お
け
る
外
国

語
科
目
等
の
教
育
活
動
の
実
態
等
を
把
握
し
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
各
大
学
に
お
け
る
外
国
語
科
目
等
の
教
育
活

動
の
適
正
な
実
施
を
求
め
る
通
知
を
発
出
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
個

五



別
の
大
学
が
文
部
科
学
省
に
英
語
授
業
の
外
部
化
に
つ
い
て
相
談
に
行
っ
て
も
、
文
部
科
学
省
は
、
労
働
者
派
遣
法
に
つ
い

て
の
有
権
解
釈
を
行
う
権
限
が
な
い
と
し
て
、
請
負
契
約
に
よ
る
英
語
の
外
部
委
託
化
に
対
し
て
是
正
の
た
め
の
助
言
を
明

確
に
行
わ
な
い
た
め
、
相
談
し
た
学
校
法
人
が
「
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
関
し
て
は
、
文
部
科
学
省
の
指

導
に
よ
り
契
約
を
結
ん
で
い
る
の
で
偽
装
請
負
（
派
遣
法
違
反
）
で
は
な
い
」
（
Ｘ
大
学
Ｙ
学
部
）
と
発
言
し
、
紛
争
を
招

い
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ
こ
で
質
問
す
る
。

（
一
）

文
部
科
学
省
は
、
既
に
具
体
的
な
事
例
が
あ
り
、
相
談
に
も
赴
い
て
い
る
大
学
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
個
別
の

事
例
に
つ
い
て
、
学
校
教
育
法
上
、
単
位
を
授
与
す
る
た
め
の
条
件
を
明
確
に
し
て
、
厚
生
労
働
省
に
照
会
し
、
政

府
と
し
て
明
確
な
指
導
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
二
）

大
学
の
英
語
授
業
の
外
部
化
に
よ
り
、
労
働
者
派
遣
法
違
反
の
偽
装
請
負
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
英
語

授
業
の
外
部
委
託
化
に
つ
い
て
の
契
約
形
態
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
、
授
業
の
実
際
、
成
績
評
価
の
方
法
及
び
単
位
認
定

な
ど
に
関
す
る
実
態
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

（
三
）

文
部
科
学
省
及
び
厚
生
労
働
省
が
、
大
学
の
英
語
授
業
の
外
部
化
に
関
し
て
、
学
校
教
育
法
上
の
単
位
認
定
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
契
約
形
態
上
偽
装
請
負
の
疑
い
が
あ
る
た
め
労
働
者
派
遣
法
違
反
の
偽
装
請
負
が

六



行
わ
れ
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
、
小
中
高
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
場
合
と
比
較
し
て
、
こ
れ
ま
で
放
置
し
、
法
令
の
適
切
な

執
行
の
確
保
を
躊
躇
し
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


